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2025年度決算説明資料

皆さん、こんにちは。社⻑の伊藤です。
本⽇はお忙しい中お集まりいただき、誠にありがとうございます。
25年度決算の評価と26年度の経営の⽅向性についてお話したいと思います。
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2025年度決算実績

事業利益

（単位︓億円）

当期利益

受注⾼ 売上収益
EBITDA (除くML)

5,537
億円

(YoY +837億円)

フリーCF (含むML)

8,934
億円

(YoY +5,506億円)

EBITDAマージン (除くML)
11.1%

(YoY +0.3 pts)

営業CF (含むML)
9,426億円

(YoY +4,121億円)

有利⼦負債 (除くML)

5,157
億円

(YoY △ 1,356億円)

純有利⼦負債 (除くML)
△8,191億円

(YoY △8,127億円)

FY23     FY24 FY25 FY23        FY24 FY25

FY23        FY24     FY25 FY23        FY24 FY25

+14％
（増減率）

+35％
（増減率）

親会社
所有者帰属

(除くML)
59,826

(除くML)
64,051

76,536
66,840

70,712

+20％
（増減率）

+22％
（増減率）

配当

25円／株
(YoY +2円／株)

DOE 4.1%

ROE

12.2%
(YoY +1.5 pts)

受注残⾼
13.2兆円

4

25年度の受注⾼は、前年⽐で20%増加し7.7兆円です。これは北⽶、アジア市場
でのGTCCの受注が好調なことが主要因です。⼤型ガスタービンの受注台数は35
台と昨年度から⼤幅に増加しました。

売上収益は、GTCC、原⼦⼒、防衛で順調に伸ばした結果、約5兆円となりまし
た。事業利益は、すべてのセグメントで昨年度実績を上回り、4,322億円となっ
ています。

これらから、24事計の達成とさらなる成⻑への⼿応えを感じています。

外部環境に⽬を向けますとAIの⾼度化により、データセンタの需要が増加してい
ます。それに伴い電⼒需要も拡⼤しています。また、カーボンニュートラルに関
する政策は、より現実的で実⾏可能な路線に進んでいます。

⼀⽅で、中東地域を中⼼に地政学リスクが顕在化しています。これに伴い、世界
的なサプライチェーンの不安定化や物価⾼騰の懸念も依然として続いています。
こうした不透明な情勢の中で、当社はリスク管理を徹底しつつ、社会課題の解決
に貢献できる分野での事業機会を積極的に捉え、対応を進めてまいります。
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補⾜資料 2025年度のITOの取り組み事例と2026年度の経営の⽅向性

全体最適 領域拡⼤

⽬指す姿

成⻑への投資

⾼利益体質

スリムな運営【縦】
• 業務プロセスのスリム化
• 開発のスピードアップ
• リードタイム半減

横通し・連携【横】
• 経験知・技術・IT
• 組織横断タスクフォース

(リソース集中投⼊)

＜2025年度＞
• 豪州向けフリゲート建造

契約の締結
• ⾼砂⼯場のGTCC⽣産

能⼒増強計画の策定

桁違いのスケール化
• ライセンス（顧客数増）
• パートナリング（地域拡⼤）
• IT（サービスの質向上）

＜2025年度＞
• 海外パートナーとの連携

による⼤型PJの受注
• ⽶国・インドで冷却設備

の販売拡⼤を準備中

新たな価値創造
• ΣSynX
• 異分野をかしこく・つなぐ
• 先読みとスピード

事業ポートフォリオ最適化

＜2025年度＞
• (旧)三菱ロジスネクスト

との資本関係⾒直し

2026年度事業利益公表値 5,400億円
（24事計公表値 4,500億円)

34

続いて、25年度のITO取り組み事例と26年度に向けた経営の⽅向性についてご説
明します。

中⻑期的な成⻑の為に、「全体最適」と「領域拡⼤」を柱とした「ITO」を推進
しています。25年度はこの「ITO」の考え⽅を全社に浸透させ、多くのシナジー
が⽣まれつつあります。

具体例として、豪州の次期汎⽤フリゲート（GPF）プログラムの建造契約を約8
カ⽉で締結しました。この案件では、契約交渉の初期段階から海外プラント経験
者を集中投⼊しました。こうしたシナジー効果を最⼤限に活⽤する体制を整えた
ことで、スムーズな契約締結ができました。

また、GTCCにおいては主⼒とする⾼砂⼯場に加え、他拠点のエンジニアを集中
投⼊しました。これによりプラント⼯事能⼒を強化し、旺盛な需要に対応してい
ます。

「領域拡⼤」の⾯では、全ての事業分野で新たな顧客価値を創造する取り組みを
開始しています。例えば、海外パートナーとの連携により、これから⼤きく伸び
る市場や地域での取り組みを強化しています。具体的な成果事例としては、トル
コの建設パートナーとの連携が、トルクメニスタンでの⼤型プラントの受注につ
ながりました。また、⽶国やインドで冷却設備の販売拡⼤の準備を進めています。

（次ページへ続く）
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補⾜資料 2025年度のITOの取り組み事例と2026年度の経営の⽅向性
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（前ページの続き）
さらに、GTCCをはじめ複数の事業において、製造能⼒の増強に向けた設備投資
と、技術⾰新を加速させるための研究開発投資を積極的に進めています。これに
より、需要増加に対応しつつ、競争⼒の強化を図っています。

事業ポートフォリオの最適化にも注⼒しています。三菱ロジスネクストの資本関
係⾒直しのように、戦略的親和性やシナジーの観点から、ベストオーナーへの譲
渡も含めて最適な形での事業運営を追求しています。これにより、経営資源をよ
り成⻑性の⾼い分野に集中させ、企業価値の最⼤化を⽬指してまいります。

これらの施策により26年度の事業利益は、24事計公表値(事業利益4,500億円以
上)を⼤幅に上回る事業利益5,400億円を⽬指します。

最後に、これらの取り組みや経営戦略の詳細については、5⽉末に予定している
24事計進捗説明会にて、詳しくご説明いたします。引き続き皆様からのご⽀援
とご理解を賜りますようお願い申し上げます。

以上で、私からの説明を終わります。



© Mitsubishi Heavy Industries, Ltd.  All Rights Reserved. 5
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１． 決算のポイント 3-8
２． 2025年度決算実績 9-20

• 連結経営成績サマリー
• 連結財政状態、キャッシュ・フロー
• 事業利益増減分析
• セグメント情報

３． 2026年度業績⾒通し 21-28
• 業績⾒通しサマリー、ハイライト
• 事業利益増減分析
• 財務指標の推移
• セグメント情報

４． 補⾜資料 29-35

当社グループが適⽤する国際会計基準（IFRS）の規定に基づき、旧三菱ロジスネクスト株式会社（2026年4⽉30⽇付で株式会社ロジスネクスト
に社名変更、同年5⽉1⽇付で当社連結対象から除外）及びその⼦会社・関連会社に係る事業（※以降、当該事業を“ML”と表記）については、
⾮継続事業に分類しております。これにより、前年同期および当期の受注⾼・売上収益・事業利益は、特段の記載がない限りMLを除いた継続事業の
みの⾦額を表⽰するとともに、MLに直接関連する資産・負債は、「売却⽬的で保有する資産・負債」として他の項⽬と区分して表⽰しております。なお、
キャッシュ・フローについては、計算書本体では区分せず、注記で別掲します。

2

それでは引き続き、2025年度の決算実績の詳細、ならびに2026年度の業績⾒通
しについて、ポイントを絞って説明致します。説明は、わたくし、IR・SR室所
属のAIナレーター、ジロウが担当いたします。

はじめに留意事項です。このページの下段枠内に記載のとおり、会計基準の規定
に従って、受注⾼・売上収益・事業利益については、旧三菱ロジスネクスト関連
の事業を除いた⾦額を表⽰するとともに、この事業に直接関連する資産・負債は、
「売却⽬的で保有する資産・負債」として、まとめて表⽰しておりますので、ご
留意ください。
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１． 決算のポイント
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4

では、4ページをご覧下さい。

受注⾼、売上収益、事業利益につきましては、冒頭に伊藤がお伝えしたとおりで
す。親会社の所有者に帰属する当期利益は3,321億円、前年同期⽐35%増となり、
事業利益と同様に、過去最⾼を更新しました。

フリー・キャッシュ・フローは8,934億円の⿊字、有利⼦負債残⾼は5,157億円ま
で減少しました。

なお、受注残⾼は前年度末から約3兆円積み上がり、13兆円を超えています。セ
グメント別の内訳は、31ページに記載していますので、後ほどご覧下さい。
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2025年度決算実績ハイライト

 受注⾼、事業利益、当期利益及びフリー・キャッシュ・フローは過去最⾼となった
 受注⾼︓76,536億円（前年度⽐︓+12,484億円、20％増）

エナジーが⼤幅に増加。主な事業別では、GTCC、原⼦⼒、エンジニアリングが受注を伸ばした。
受注残⾼は、前年度末から30,013億円増の13兆2,376億円となった

 売上収益︓49,741億円（前年度⽐︓+6,130億円、14％増）
エナジー、プラント・インフラ、航空・防衛・宇宙の3セグメントにおいて前年度⽐増収。
主な事業別では、GTCC、防衛・宇宙が売上収益を⼤きく伸ばした

 事業利益︓4,322億円（前年度⽐︓+772億円、22％増）
全セグメントにおいて前年度⽐増益。⽕⼒事業の⼀部⼯事における損失や
電源システムソリューションのれん減損、前年の⼟地売却のリバウンド等があったものの、
GTCC、原⼦⼒、製鉄機械、防衛・宇宙が事業利益を⼤きく伸ばした

 当期利益︓3,321億円（前年度⽐︓+866億円、35％増）
事業利益の増加にともない前年度⽐増益

 フリー・キャッシュ・フローは、前年度⽐+5,506億円の8,934億円となった。
GTCCを中⼼に前受⾦の⼊⾦が先⾏し、営業CFは⾼⽔準となった

 配当は、従前公表の⼀株当たり24円から1円を上乗せした⼀株当たり25円を予定する

5

（省略）
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⼤型(100MW以上)

 ⽯炭/⽯油⽕⼒からの転換、再エネの負荷変動吸収の役割に加え、データセンターを中⼼とした旺盛な
電⼒需要を背景に市場拡⼤

 ⼤型ガスタービンを35台受注。受注⾼は、過去最⾼だった前年度を⼤幅に上回り、受注残⾼は5兆円を超えた
 旺盛な需要に対応すべく、増産体制を構築中。リーンな体制でのスループット最⼤化を⽬指す

8,346 
12,593 14,744 

26,526 
23,000 

3,379 3,803 4,035 4,828 

3,989 3,553 3,871 

5,093 

（単位︓億円）

7,907

受注⾼ 売上収益
（単位︓億円）

9,922

本体

サービス

7,368 7,356

発電⽤ガスタービンの需要（単位︓GW）

CY19        CY20         CY21         CY22        CY23         CY24        CY25

56.2
40.348.3

30.634.436.8

（出典︓McCoy Power Report ）

FY22   FY23 FY24 FY25 FY26⾒通し

FY22   FY23 FY24 FY25 FY26⾒通し

11,000
+25％
（増減率）

96.1

決算ハイライト －GTCC事業の受注⾼・売上収益－

6

6ページから8ページには、伸⻑3事業についての事業別ハイライトを記載してい
ます。はじめにGTCCです。

左下枠内の棒グラフに⽰すとおり、暦年ベースの2025年の全世界におけるガス
タービン需要は約100GWと、前年から⼤きく拡⼤しました。このような旺盛な
需要を背景に、2025年度は⼤型ガスタービンを35台受注し、受注⾼は過去最⾼
を更新しました。

右側のグラフで⽰している売上収益も、ここ数年の受注の伸びを背景に、本体、
サービスともに引き続き増収傾向にあり、2026年度も更なる増収を⾒込んでい
ます。
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2,687 

5,222 

3,908 

5,406 
4,500

3,611

 国内軽⽔炉、燃料サイクル施設、⾼速炉・⾼温ガス炉の実証炉開発等の各分野で受注拡⼤
 受注拡⼤にともない、各分野の売上も増加

（単位︓億円）

2,990

受注⾼ 売上収益
（単位︓億円）

2,844 3,008

原⼦⼒の事業規模の推移 燃料サイクル

⾰新炉他

国内軽⽔炉
(PWR+BWR)

FY11~FY19 FY20~FY24 FY25~

4,000

FY22   FY23 FY24 FY25 FY26⾒通し

FY26⾒通し

+21％
（増減率）

決算ハイライト －原⼦⼒事業の受注⾼・売上収益－

FY22   FY23 FY24 FY25

7

約2,000億円 約3,000億円 3,600億円〜

7ページには、原⼦⼒について記載しています。

2025年度は、国内軽⽔炉、燃料サイクル施設、次世代炉の実証炉開発など、各
分野で受注が拡⼤、これに伴い、売上も前年度を⼤きく上回りました。

左下枠内の円グラフに⽰すとおり、近年、約3,000億円で推移してきた事業規模
は、今後は4,000億円を超える⽔準で推移する⾒通しです。
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宇宙

防衛航空機・⾶昇体

艦艇・特殊機械

特殊⾞両

（出典︓防衛省・⾃衛隊︓予算の概要）

8,276

38,388 

90,823 94,691 85,353 82,607 

FY22       FY23 FY24 FY25           FY26

 豪州向けフリゲートをはじめとする複数の⼤型案件を受注。FY26も、引き続き⾼⽔準の受注⾼を⾒込む
 FY23からの旺盛な受注を背景に、売上⾼は、前年度⽐4割増と、好調な伸びを⽰した
 ４兆円を超えた受注残を着実に遂⾏すべく、引き続き⽣産設備・⼈員リソース増強を進める

（単位︓億円）
受注⾼ 売上収益

（単位︓億円）

6,064

11,445

4,749

+38％
（増減率）

18,781 18,768 12,500

14,000

FY26⾒通し

FY22    FY23 FY24 FY25 FY26⾒通し

5,571

16,826

参考情報︓防衛予算の推移（契約ベース）
（単位︓億円）

決算ハイライト －防衛・宇宙事業の受注⾼・売上収益－

FY22   FY23 FY24 FY25

8

8ページには、防衛宇宙について記載しています。

2025年度の受注は、複数の⼤型案件を受注した前年度に⽐べると減少しました
が、オーストラリア向けフリゲートを受注したことなどにより、⾼⽔準の受注⾼
を確保しました。2026年度の防衛予算は2025年度と同規模で、引き続き⾼い⽔
準の受注を⾒込んでいます。

売上収益は、ここ数年の受注急増を背景に、前年度⽐38%の増収となりました。
2026年度についても増収を⾒込んでいます。
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２． 2025年度決算実績

ここから、決算実績について、もう少し詳細に説明してまいります。
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連結経営成績サマリー

(増減率)
増減

【B】-【A】
(利益率)

FY2025
【B】

（利益率）

FY2024
（利益率）

（単位︓億円） 除くML* 【A】

(+19.5%)+12,48476,53664,05170,712受注⾼

(+14.1%)+6,13049,74143,61150,271売上収益

(+21.8%)+7724,3223,5493,831
事業利益

(+0.6 pts)(8.7%)(8.1%)(7.6%)

(+35.3%)+8663,3212,4542,454親会社の所有者に
帰属する当期利益 (+1.1 pts)(6.7%)(5.6%)(4.9%)

(+17.8%)+8375,5374,6995,413
EBITDA

(+0.3 pts)(11.1%)(10.8%)(10.8%)

+5,5068,9343,4273,427フリー・キャッシュ・フロー
+4,1219,4265,3045,304営業キャッシュ・フロー

+1,385△491△1,877△1,877投資キャッシュ・フロー
(*) 除くML︓P.2に記載した要領に基づき、2024年度の実績を組み替えて表⽰

10

（省略）
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10,000

20,000

30,000

40,000

50,000
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70,000

80,000

66,589

資産 負債・資本

売上債権

82,697

棚卸資産

その他流動資産

投資等

固定資産

増減FY25末FY24末

△1,3565,1576,513有利⼦負債残⾼(億円)

+2.1 pts37.3%35.2%⾃⼰資本⽐率

△0.100.160.26D/Eレシオ

 総資産は、事業規模の拡⼤にともなう売上債権の
増加に加え、前受⾦の獲得等により現⾦及び現⾦
同等物が増加したことで、前年度末から増加

 有利⼦負債は前年度末から20％超減少

営業債務

契約負債

その他

資本

有利⼦負債

FY25末

(※)

（単位︓億円） （単位︓億円）

主な内訳（単位︓億円）
(※) 親会社の所有者に帰属する当期利益＋3,321、年⾦資産評価益＋2,919、

為替換算調整+1,106、その他+239

ML組替前 ML組替後
FY24末 FY25末ML組替前 ML組替後

FY24末* *

(*) ML組替前︓2024年度実績

連結財政状態

ML組替後︓2024年度実績のうち、ML分を売却⽬的保有に分類

11

11ページをご覧ください。このページには、バランスシートについて記載して
います。

総資産は、前年度末⽐で約1.6兆円増加し、8兆2,697億円となりました。右側の
「契約負債」、すなわち、前受⾦が⼤幅に増加し、それに伴って左側の「その他
流動資産」に含まれる現預⾦残⾼が増加しています。

また、右側の、資本の部は、純利益の増加に加え、年⾦資産の評価益や円安の影
響で、⼤幅に増加しています。
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連結財政状態

増減
【B】-【A】

FY25末
【B】

FY24末
ML組替後【A】

（参考値）ML組替前（単位︓億円）

+4,63221,27716,64517,765売上債権（営業債権及び契約資産）
+1,02010,4189,39810,625棚卸資産
+6,67122,70716,03610,725その他流動資産

(+6,936)(13,348)(6,412)(6,578)（うち現⾦及び現⾦同等物）
(△144)(5,484)(5,628)(37)（うち売却⽬的で保有する資産)

+2989,7839,48511,953固定資産
+3,48618,50915,02315,519投資等

+16,10782,69766,58966,589資産合計

+1,44710,0088,5619,302営業債務
+7,27321,61814,34514,439契約負債

+84913,62812,77811,634その他
(+40)(2,819)(2,779)-（うち売却⽬的で保有する負債）

△1,0485,1576,2056,513有利⼦負債（除くML）
+7,58532,28424,69824,698資本

(+7,418)(30,885)(23,467)(23,467)（うち親会社の所有者に帰属する持分）
+16,10782,69766,58966,589負債及び資本合計

12

（省略）
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増減FY25FY24（単位︓億円）

+1,160△1,885△3,045設備投資・投融資等
△255△270△15事業の取得
△618+146+764不動産等の売却
+670+914+244政策保有株式売却
+429+603+174その他

+1,385△491△1,877合計

EBITDA
+5,537

その他運転
資本増減・
法⼈税等

△2,746

設備投資・
投融資等

事業の取得等

△1,551
+1,060

アセット
マネジメント

8,934

投資CF営業CF

（単位︓億円）

フリー・キャッシュ・フロー

+6,635
前受⾦

営業CF 投資CF

FY25実績 FY26⾒通し

FCF FCF

運転資本
増減・

法⼈税等

EBITDA
+6,600

△1,600

投資CFの主な内訳

△2,000 3,000

増減FY25FY24（単位︓億円）

+4,1219,4265,304営業キャッシュ・フロー
+1,385△491△1,877投資キャッシュ・フロー
+5,5068,9343,427フリー・キャッシュ・フロー

+651,2141,149減価償却費
+8375,5374,699EBITDA

+0.3 pts11.1%10.8%EBITDA（%）

キャッシュ・フロー

13

13ページをご覧ください。このページには、キャッシュ・フローについて記載
しています。

フリー・キャッシュ・フローは、EBITDA、5537億円に加え、GTCCなどでの多
額の前受⾦の獲得もあり、過去最⾼の8,934億円となりました。

なお2026年度は、豊富なバックログの遂⾏に伴う運転資本の増加を⾒込んでい
ます。
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(除くML)
FY24

事業利益
3,549

事業利益増減分析

賃⾦アップ等

FY25
事業利益
4,322

△40

FY24
事業利益
3,831

（単位︓億円）

為替影響

売上増減・
利益率改善等
+1,840

△560

アセット
マネジメント

⼀時費⽤増減

△282

△267

△100

ML分を
控除 FY24︓△200

FY25︓スチームパワー△300
（うち南ア△200）

FY24︓640 (本牧⼟地売却 他)
FY25︓80

SPC持分法
投資損益
+200

+772億円（+22%）

△300
のれん減損

FY25︓電源システムソリューション
のれん減損△300

14

14ページをご覧ください。このページは、前年同期対⽐での事業利益の増減要
因を⽰しています。

三菱ロジスネクスト分を除いた前年度実績3,549億円から、合計で772億円の増
益となりました。

このうち、1,840億円は売上の増加と利益率の改善によるものと分析しています。
豊富なバックログの着実な遂⾏に加え、収益性の⾼いアフターサービスの提供に
より、期初に計画していた改善額、1,340億円を⼤きく上回る成果を上げました。

⼀⽅、マイナス300億円ののれんの減損は、2023年度に買収した⽶国の電源シス
テムソリューションの事業会社に関するもので、今回の決算においては、会計基
準に従って減損判定を⾏い、損失を計上しています。ただし、同社を買収した⽬
的であるデータセンター関連ビジネスは、引き続き成⻑領域として、注⼒してま
いります。

また、アセットマネジメントでは560億円の減益となりましたが、これは昨年度、
横浜の本牧⼯場の⼟地の⼀部を売却し、多額の売却益を計上したリバウンドによ
るものです。

続いて、事業セグメント別の受注・売上・事業利益の動きについてご説明します。
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事業利益売上収益受注⾼

（単位︓億円）

増減
(増減率)FY25FY24増減FY25FY24増減FY25FY24

+619
(+30%)2,6722,053+2,46820,62618,157+13,14239,36726,224エナジー

+244
(+41%)841596+2878,8088,521+1,57811,58010,002プラント・インフラ

+125
(+62%)330204△1026,3086,410△2636,3816,644

物流・冷熱・
ドライブシステム
（除くML）

+515
(+52%)1,515999+3,63213,93810,306△1,70619,29421,001航空・防衛・宇宙

△732
(-)△1,037△304△15559215△266△87179

その他及び
全社⼜は消去
（除くML）

+772
(+22%)4,3223,549+6,13049,74143,611+12,48476,53664,051合計

決算実績 セグメント別内訳

(*) 除くML︓P.2に記載した要領に基づき、2024年度の実績を組み替えて表⽰

*

*

15

（省略）
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Intentionally left blank

16
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売上収益

セグメント別決算実績 <エナジー>

今回のポイント

事業利益（単位︓億円）

受注⾼
FY25FY24

9,9227,907
3,6754,039
2,7412,123
3,6112,990

 GTCCは主に北⽶、アジアで受注が好調。
売上増に加え、採算改善等により増益

 スチームパワーはサービスの伸⻑で採算改善
したものの、⼀部⼯事で損失を計上し減益

 原⼦⼒は軽⽔炉、燃料サイクル関連により
受注が好調。売上、利益ともに堅調に推移

主な事業

売上収益受注⾼

増益︓
・GTCC
・原⼦⼒

減益︓
・スチームパワー

前年度⽐

GTCC

スチームパワー
航空エンジン

原⼦⼒
その他

FY24 FY25  

FY24 FY25  FY24 FY25  

13.0%

18,157 11.3%

FY25FY24
26,52614,744GTCC
4,1374,243スチームパワー
2,9172,376航空エンジン
5,4063,908原⼦⼒

20,626

2,672

2,053

(*) FY24実績は、2025年4⽉1⽇のエナジーセグメント内の組織再編の影響を2024年度に遡り反映した⾦額を記載

26,224

39,367

*

+30％
（増減率）

17

17ページをご覧ください。

エナジーセグメントでは、特にGTCC、および原⼦⼒の受注が⼤幅に増加し、セ
グメント全体の受注⾼は、前年度⽐50%増の3兆9,367億円となりました。

GTCCは引き続き北⽶を中⼼に、旺盛な電⼒需要を背景とした発電設備需要を着
実に取り込み、好調な受注を維持しています。

売上⾼は前年度⽐13.6%増の2兆626億円、事業利益は、主にGTCCと原⼦⼒の増
収・採算改善により、スチームパワーで計上した⼀時損失300億円をカバーした
上で、前年度⽐30%増となる2,672億円と、⼤幅な増益を達成しました。
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売上収益受注⾼

セグメント別決算実績 <プラント・インフラ>

今回のポイント

事業利益（単位︓億円）

 エンジニアリングは、化学プラントで
⼤型案件を受注

 製鉄機械、機械システムは昨年の
⼤型受注のリバウンドで受注が減少するも、
売上、利益ともに好調

 その他は、環境設備の受注が増加

売上収益受注⾼

FY25FY24
3,8191,490エンジニアリング
3,0764,351製鉄機械
1,9522,390機械システム

FY25FY24
1,6161,378
3,6563,952
1,8191,723

製鉄機械

機械システム

その他

主な事業

増益︓
・エンジニアリング
・製鉄機械
・機械システム

FY24 FY25  FY24 FY25  

FY24 FY25  

10,002

8,521
9.5%

7.0%

11,580

8,808
596

841

エンジニアリング

前年度⽐

+41％
（増減率）

18

18ページをご覧ください。

プラント・インフラセグメントでは、トルクメニスタンの肥料プラントなど、エ
ンジニアリングの受注が牽引役となり、前年度に⼤型受注があった製鉄機械・機
械システムの反動減をカバーしました。

事業利益は、製鉄機械や機械システムを中⼼に採算が改善したことにより、841
億円となり、前年度⽐40%超の増益を達成しました。
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売上収益受注⾼

セグメント別決算実績 <物流・冷熱・ドライブシステム>

今回のポイント

事業利益（単位︓億円）

 エンジンはアジア向けを中⼼に堅調で
増収増益

 ターボチャージャは販売台数が減少したもの
の、サプライチェーンの混乱が収束し増益

売上収益受注⾼

冷熱・
カーエアコン

FY25FY24

2,8502,907エンジン・
ターボチャージャ

3,6103,818冷熱・
カーエアコン

FY25FY24

2,8562,791

3,5313,698

エンジン・
ターボチャージャ

主な事業

増益︓
・エンジン
・ターボチャージャ

FY24 FY25  FY24 FY25  

FY24 FY25  

204

5.2%3.2%

6,4106,381 6,308

330

6,644

前年度⽐

+62％
（増減率）

19

19ページをご覧ください。

物流・冷熱・ドライブシステムセグメントは、ターボチャージャーと冷熱の、販
売台数の減少により減収となりました。

⼀⽅で、アジア向けを中⼼に堅調な、エンジンの増収効果や、ターボチャー
ジャーにおいて昨年度⽣じたサプライチェーンの混乱が収束したことなどにより、
事業利益は増益となりました。
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売上収益受注⾼

セグメント別決算実績 <航空・防衛・宇宙>

今回のポイント

事業利益（単位︓億円）

 防衛・宇宙は、豪州向けフリゲートを受注。
順調な⼯事の進捗により増収増益

売上収益受注⾼

FY25FY24
16,82618,768防衛・宇宙
2,4682,232⺠間機

FY25FY24
11,4458,276
2,4922,030

防衛・宇宙

⺠間機

主な事業

増益︓
・防衛・宇宙

FY24 FY25  FY24 FY25  

FY24 FY25  

999

9.7%

10.9%

21,001

19,294

13,938

1,515

10,306

前年度⽐

+52％
（増減率）

20

20ページをご覧ください。

航空・防衛・宇宙セグメントの受注は、前年度に複数の⼤型案件を受注した反動
で減少しましたが、オーストラリア向けフリゲートの受注も寄与し、当年度も⾼
い⽔準となりました。

また、防衛・宇宙の豊富な⼿持ち⼯事の着実な遂⾏により、前年度⽐35％の増
収、および50％超の増益を達成しました。
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３． 2026年度業績⾒通し
本資料に記載している業績⾒通し等の将来に関する記述は、現時点で⼊⼿可能な情報に基づき判断したもので、
リスクや不確実性を含んでおり、また、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。
従いまして、この業績⾒通しのみに依拠して投資判断を下すことはお控えくださいますようお願いいたします。
実際の業績は、様々な重要な要素により、この業績⾒通しとは⼤きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。
実際の業績に影響を与える要素には、当社グループの事業領域をとりまく経済情勢、対ドルをはじめとする円の
為替レート、⽇本の株式相場などが含まれます。

2026年4⽉1⽇付の組織再編により、「データセンター＆エネルギーマネジメント部」を「物流・冷熱・ドライブシステム
セグメント」へ移管し、同セグメントの名称を「インダストリアル・ソリューションセグメント」に改称しました。

業績⾒通しには、中東情勢の影響を含めておりません。
⾜許の影響は限定的ですが、情勢は流動的であり、引き続き状況を注視して参ります。

ここからは、2026年度業績⾒通しについてご説明いたします。

なお、本年4⽉1⽇付の組織再編により、「データセンター&エネルギーマネジメ
ント部」を、「物流・冷熱・ドライブシステムセグメント」へ移管し、セグメン
ト名称を「インダストリアル・ソリューションセグメント」に改称しています。

また、中東情勢については、現時点で流動的かつ不透明な状況であるため、今回
の⾒通しには織り込んでいません。
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△0.2 pts12%12.2%ROE
(+19.2%)+1,0626,6005,537EBITDA

(+1.1 pts)(12.2%)(11.1%)

△5,9343,0008,934フリー・キャッシュ・フロー
29円25円配当

中間14円/期末15円中間12円/期末13円

前提為替レート︓
1ドル＝150円、1ユーロ＝180円

(増減率)増減
（利益率）

2026年度
（利益率）

2025年度
（利益率）（単位︓億円）

(△11.2%)△8,53668,00076,536受注⾼

(+8.6%)+4,25854,00049,741売上収益

(+24.9%)+1,0775,4004,322事業利益
(+1.3 pts)(10.0%)(8.7%)

(+14.4%)+4783,8003,321親会社の所有者に
帰属する当期利益 (+0.3 pts)(7.0%)(6.7%)

※業績⾒通しには、中東情勢の影響を含めておりません

業績⾒通しサマリー

22

それではスライド22ページをご覧下さい。受注⾼・売上⾼・事業利益の⾒通し
は、それぞれご覧のとおりです。

受注につきましては、6兆8,000億円を⾒込んでいます。GTCCの台湾電⼒向け超
⼤型プロジェクトや、原⼦⼒の燃料サイクル関連⼯事、防衛のオーストラリア向
けフリゲートなど、2025年度における⼤型受注のリバウンドにより減少を⾒込
むものの、⾼い受注残が継続します。

事業利益は、過去最⾼となった2025年度から25%増の5,400億円を⾒込んでいま
す。

ROEは、2024事業計画の⽬標である12%の達成、フリー・キャッシュ・フロー
は3,000億円を⾒込んでいます。また、配当は4円増配の1株当たり29円を予定し
ています。
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 受注6.8兆円、売上5.4兆円、事業利益5,400億円

主なポイント事業利益売上収益受注⾼

GTCC、原⼦⼒を中⼼に増収増益3,400億円2.2兆円3.45兆円エナジー

受注、売上、利益とも堅調900億円0.95兆円1.0兆円プラント・インフラ

エンジン、冷熱の販売台数増を⾒込む300億円0.75兆円0.75兆円インダストリアル・
ソリューション

好調な受注を背景に、防衛・宇宙の売上
が前年度⽐約10%増加1,700億円1.5兆円1.65兆円航空・防衛・宇宙

 当期利益は、事業利益の増加にともない前年度を上回る3,800億円

 配当は、前年度の25円から4円を上乗せした1株当たり29円を予定する

 上記業績⾒通しは、中東情勢の影響を含まず

業績⾒通しハイライト

23

23ページ以降には、セグメント別の業績⾒通しや、2025年度対⽐の事業利益増
減分析等を記載しています。

また、29ページ以降には各種補⾜データを掲載していますが、この場での説明
は省略させていただきますので、後ほどご覧下さい。

私からの説明は以上となります。

(35ページへ続く）
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 エナジー、航空・防衛・宇宙を中⼼とした売上増や利益率改善、のれん減損のリバウンド等で増益

賃⾦アップ等

アセット
マネジメント

FY26
事業利益

（⾒通し）
5,400△252

FY25
事業利益
（実績）
4,322

（単位︓億円）

為替影響

売上増減・
利益率改善等

+830

+60+40のれん減損
+300

⼀時費⽤増減
+100

FY25︓スチームパワー△300
FY26︓リスクバッファー（エナジー）△200

FY25︓80
FY26︓120

FY25︓電源システムソリューション のれん減損 △300

+1,077億円（+25%）

事業利益増減分析

24
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2026年度⾒通し2025年度2024年度

5.4兆円5.0兆円4.4兆円売上⾼

10.0%8.7%8.1%事業利益率

12%12.2%10.7%ROE

7.8兆円8.3兆円6.7兆円総資産

-0.5兆円0.7兆円有利⼦負債

3.4兆円3.2兆円2.5兆円資本

0.70.670.78総資産回転率

-0.160.26D/Eレシオ

-37%35%⾃⼰資本⽐率

29円25円23円⼀株当たり配当⾦
(*)2024年度実績は、 ML分を含まず

(*)

(*)

(*)

財務指標の推移

25
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業績⾒通し セグメント別内訳

事業利益売上収益受注⾼

（単位︓億円）

増減
(増減率)

FY26
⾒通し

FY25
実績増減FY26

⾒通し
FY25
実績増減FY26

⾒通し
FY25
実績

+727
(+27%)3,4002,672+1,37322,00020,626△4,86734,50039,367エナジー

＋58
(+7%)900841+6919,5008,808△1,58010,00011,580プラント・インフラ

+320
(-)300△20+5007,5006,999+4527,5007,047インダストリアル・

ソリューション

+184
(+12%)1,7001,515+1,06115,00013,938△2,79416,50019,294航空・防衛・宇宙

△214
(-)△900△685+6310△631+253△500△753その他及び全社⼜は消去

+1,077
(+25%)5,4004,322+4,25854,00049,741△8,53668,00076,536合計

(*)FY25実績は、2026年4⽉1⽇付の組織再編の影響を2025年度に遡り反映した⾦額を記載

* * *

26
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 受注は、前年度から減少を⾒込むが、GTCCを中⼼に好調を維持
 GTCC、原⼦⼒は、好調な受注を受け増収

セグメント別業績⾒通し <エナジー、プラント・インフラ>

（単位︓億円）

ग़
ॼ
४
␗

GTCC

スチームパワー
航空エンジン
原⼦⼒
その他

FY25 FY26  

39,367

34,500

22,000

15.5%

20,626

2026年度⾒通しのポイント

FY25 FY26  FY25 FY26  

2,672

3,400

受注⾼ 売上収益 事業利益

受注⾼
FY26⾒通しFY25

23,00026,526GTCC

3,3004,137スチームパワー

2,6002,917航空エンジン

4,5005,406原⼦⼒

売上⾼
FY26⾒通しFY25

11,0009,922

3,3003,675

2,6002,741

4,0003,611

 エンジニアリングは昨年度の⼤型受注のリバウンドで受注が減少
 製鉄機械を中⼼に過去3年間で積み上げた受注⼯事を

確実に遂⾏

2026年度⾒通しのポイント

受注⾼
FY26⾒通しFY25

1,8003,819エンジニアリング

3,5003,076製鉄機械

1,8001,952機械システム

売上⾼
FY26⾒通しFY25

1,8001,616

4,0003,656

1,8001,819

（単位︓億円）

FY25 FY26  

11,580
10,000 9,500

9.5%

8,808

FY25 FY26  FY25 FY26  

841 900

受注⾼ 売上収益 事業利益

উ
ছ
থ
ॺ
؞
ॖ
থ
ই
ছ

13.0%

9.5%
エンジニアリング

製鉄機械

機械システム

その他

+27％
（増減率）

+7％
（増減率）

27
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 エンジン、冷熱は販売台数の増加を⾒込む

セグメント別業績⾒通し <インダストリアル・ソリューション、航空・防衛・宇宙>

（単位︓億円）
ॖ
থ
ॲ
५
ॺ
জ
॔
ঝ
؞
९
জ
⑃
␗
३
⑄
থ

エンジン・
ターボチャージャ

冷熱・
カーエアコン

FY25 FY26  

7,047 7,500 7,500

4.0%

6,999

2026年度⾒通しのポイント

FY25 FY26  FY25 FY26  

△20

300

受注⾼ 売上収益 事業利益

受注⾼
FY26⾒通しFY25

3,0002,850エンジン・
ターボチャージャ

3,7003,610冷熱・
カーエアコン

売上⾼
FY26⾒通しFY25

3,0002,856

3,7003,531

 防衛・宇宙の受注は前年度対⽐で減少するも、⾼⽔準を維持。
売上は防衛航空機・⾶昇体を中⼼に増加

2026年度⾒通しのポイント

受注⾼
FY26⾒通しFY25

14,00016,826防衛・宇宙

2,5002,468⺠間機

売上⾼
FY26⾒通しFY25

12,50011,445

2,5002,492

（単位︓億円）

FY25 FY26  

19,294
16,500 15,000

11.3%

13,938

FY25 FY26  FY25 FY26  

1,515
1,700

受注⾼ 売上収益 事業利益

航
空
؞
防
衛
؞
宇
宙

10.9%

防衛・宇宙

⺠間機

(*)FY25実績は、2026年4⽉1⽇付の組織再編の影響を2025年度に遡り反映した⾦額を記載

* * *

その他
⿊字転換

+12％
（増減率）

28
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４． 補⾜資料
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48,107 51,163 54,748 
62,562 66,589 

82,697 

0.76 0.78 0.79 0.79 0.78 

0.67 

2020 2021 2022 2023 2024 2025

総資産 総資産回転率

（FY）
総資産回転率＝売上収益 ÷総資産（期⾸・期末平均）

総資産（単位︓億円）

有利⼦負債（単位︓億円）

4,520 4,482 5,812 6,129 
4,648 

2,561

45 45 49 56 
36

19

2020 2021 2022 2023 2024 2025

運転資本 CCC

9,056
7,349 7,424 7,289

6,513 5,1576,602
4,206 3,947 2,976 △ 64

△ 8,191

0.63 

0.44 0.40 
0.31 0.26 

0.16 

-0.60

-0.40

-0.20

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

2020 2021 2022 2023 2024 2025

有利⼦負債 純有利⼦負債 D/Eレシオ

7,796 7,902 8,398 9,084 9,350 7,944 

4.71 4.92 5.16 5.33 5.45 
5.75 

2020 2021 2022 2023 2024 2025

有形固定資産 有形固定資産回転率

有形固定資産（単位︓億円）

運転資本（単位︓億円）

(2024年度以前は、ML分を含む数値)補⾜資料 財政状態

30
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合計4Q3Q2Q1Q777
195266FY24
235486FY25

777X
70133FY24
91530FY25

787
451212129FY24
7322161718FY25

2025年度2024年度

1911⽶州
125アジア
49EMEA 
--その他

35
（16GW）

25
（11GW）受注台数 合計

74
（33GW）

48
（21GW）契約残台数

137中国の協業先企業 受注台数

補⾜資料 参考データ

⼤型ガスタービン
受注台数・契約残台数

⺠間航空機 出荷機数

2025年度2024年度

49%51%GTCC
76%65%スチームパワー
71%77%原⼦⼒
63%62%エナジー計

エナジーセグメント 売上AS⽐率
（累計）2025年度2024年度

（単位︓億円）

69,83249,184エナジー
21,02817,053プラント・インフラ

685793物流・冷熱・ドライブシステム
40,63235,145航空・防衛・宇宙

198185その他及び全社⼜は消去
132,376102,362合計

受注残⾼

31
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補⾜資料 参考データ

EURUSD
（億通貨単位）

840 未確定外貨（事業利益）

019未確定外貨（⾦融収益費⽤）

180.0150.0 前提為替レート

未確定外貨（2026年度）

2025年度2024年度

150.4152.2USドル（円/USドル）

173.1162.6ユーロ（円/ユーロ）

売上計上平均レート

(*1) 研究開発費、減価償却費、設備投資、販管費はML分を含まず
(*2) 研究開発費には、受託研究等の費⽤を含む
(*3) 設備投資には、対価を得て⾏う⽣産準備役務等のために

取得した固定資産に対する⽀出を含む

2026年度
⾒通し2025年度2024年度

（単位︓億円）

5,000  9,4265,304営業キャッシュ・フロー

△2,000 △491△1,877投資キャッシュ・フロー

3,0008,9343,427フリー・キャッシュ・フロー

-△2,745△1,141財務キャッシュ・フロー

-5,1576,513有利⼦負債残⾼

-0.160.26D/Eレシオ

3,5002,8902,109研究開発費（広義）

1,2001,2141,149減価償却費

2,1001,8391,528設備投資（広義）

-6,3285,840 販管費

その他の実績、⾒通し

(*2)

(*3)

(*1)

32
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エナジー プラント・インフラ

物流・冷熱・ドライブシステム 航空・防衛・宇宙

⽇本 アジア・パシフィック ⽶州 EMEA

■FY24（合計︓18,157）
■FY25（合計︓20,626）

7,420
(36%)

2,961
(16%)

2,689
(13%)

5,156
(28%)

7,689
(37%)

2,826
(16%)

2,826
(14%)

7,213
(40%)

⽇本 アジア・パシフィック ⽶州 EMEA

■FY24（合計︓6,410）
■FY25（合計︓6,308）

1,659
(26%)

2,688
(42%)

2,484
(40%)

403
(6%)

467
(7%)

1,649
(26%)

1,696
(27%)

1,668
(26%)

⽇本 アジア・パシフィック ⽶州 EMEA

■FY24（合計︓8,521）
■FY25（合計︓8,808）

3,883
(45%) 1,997

(23%)

1,777
(20%)

1,861
(22%)

1,886
(21%)

1,121
(13%)

1,261
(14%)3,540

(42%)

⽇本 アジア・パシフィック ⽶州 EMEA

■FY24（合計︓10,306）
■FY25（合計︓13,938）11,178

(80%)

14
(0%)

14
(0%)

2,187
(21%)

2,668
(19%)

51
(0%)

76
(1%)

8,053
(79%)

（単位︓億円）

（単位︓億円） （単位︓億円）

（単位︓億円）

20,004 

23,520 

7,665 
6,969 

10,290 

13,389 

5,649 

5,861 

全社

⽇本 アジア・パシフィック ⽶州 EMEA

2025年度2024年度
(47%)23,520(45%)20,004⽇本

(14%)6,969(18%)7,665アジア・
パシフィック

(27%)13,389(24%)10,290⽶州

(12%)5,861(13%)5,649EMEA

49,74143,611合計

（単位︓億円）

■FY24 ■FY25

補⾜資料 地域別売上⾼
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補⾜資料 2025年度のITOの取り組み事例と2026年度の経営の⽅向性

全体最適 領域拡⼤

⽬指す姿

成⻑への投資

⾼利益体質

スリムな運営【縦】
• 業務プロセスのスリム化
• 開発のスピードアップ
• リードタイム半減

横通し・連携【横】
• 経験知・技術・IT
• 組織横断タスクフォース

(リソース集中投⼊)

＜2025年度＞
• 豪州向けフリゲート建造

契約の締結
• ⾼砂⼯場のGTCC⽣産

能⼒増強計画の策定

桁違いのスケール化
• ライセンス（顧客数増）
• パートナリング（地域拡⼤）
• IT（サービスの質向上）

＜2025年度＞
• 海外パートナーとの連携

による⼤型PJの受注
• ⽶国・インドで冷却設備

の販売拡⼤を準備中

新たな価値創造
• ΣSynX
• 異分野をかしこく・つなぐ
• 先読みとスピード

事業ポートフォリオ最適化

＜2025年度＞
• (旧)三菱ロジスネクスト

との資本関係⾒直し

2026年度事業利益公表値 5,400億円
（24事計公表値 4,500億円)

34
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FY26
⾒通し

4,000 

6,800 

1,200 

14,000 

FY24~FY25
実績

8,600

FY26
⾒通し

 24事計公表時より、伸⻑事業を中⼼に⼊⾦が先⾏し、キャッシュ・インは計画を⼤きく上回る⾒通し
 キャッシュ・アウトは概ね当初計画通りの⾒込み。超過キャッシュ・イン分は、FY27以降の運転資本、GTCCの

設備能⼒増強などに充てる

2,800 2,800 

5,800 5,800 

6,500 6,500 
物流機器

キャッシュ・アロケーション⾒通し（24事計期間︓FY24〜FY26）

24事計公表値 最新⾒通し

15,100 15,100

26,000
キャッシュ・イン キャッシュ・アウト

24事計公表値 最新⾒通し

資産売却等

収益⼒強化

物流機器

資産売却等

収益⼒強化

伸⻑事業
成⻑領域

伸⻑事業
成⻑領域

伸⻑事業
成⻑領域

競争⼒強化

株主還元 株主還元

競争⼒強化

伸⻑事業
成⻑領域

定常営業CF
14,000

資産売却等
1,100

（単位︓億円）

15,100

⼿許現⾦
として活⽤

FY24~FY25
実績

18,900

補⾜資料 キャッシュアロケーション

FY27以降、以下に使⽤
・ ⾼⽔準な受注残の履⾏
(必要な運転資本に充当)*

・ GTCCの設備能⼒増強等
の成⻑投資を実⾏

現⾦及び現⾦同等物
FY26末⾒通し

13,000

(*)参考︓FY25末の前受⾦の
残⾼は2.2兆円

⼿許現⾦
（含 リスクバッファ）

35

CFOの⻄尾です。
24事計で掲げたキャッシュアロケーションの進捗状況について補⾜します。35
ページをご覧ください。

まず、左側のキャッシュ・インの状況ですが、事計公表時に1兆5,100億円を計画
していたところ、24年度、25年度の2年間で1兆8,900億円の⼊⾦があり、26年度
までの3年間の⾒通しは2兆6,000億円となっています。
これは、伸⻑事業を中⼼とした前受⾦等が⼤きな要因です。

⼀⽅、右側のキャッシュ・アウトは概ね当初計画通りの⾒込みです。

結果として、キャッシュ・インが⼤幅に先⾏しているため、⼀時的に多額の
キャッシュを抱えていますが、これは、27年度以降のバックログ遂⾏のための
運転資本に加え、GTCCなどの増産対応に向けた設備投資や成⻑投資に充てる予
定です。

私からの説明は以上です。






